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人口

生
亡
入

出

出
先
転
転

人口のうごき (10月末)

|仕帯数 11，658 1止併
男 22，670人
女 24，654人
(男) (女)

41人 28人
15 10 
53 59 
63 65 

老
正教
室少
考1-¥活
ムトr~rm

金in..l~

で'Iwmど
き日
る

農
業
経
営
の
近
代
化
の
た
め
に
は
、
経
営
規
模
を
拡
大
す
る
こ
と
や
、

経
営
担
当
者
の
若
返
り
に
よ
り
、
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
の
育
成
を
は

か
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
優
秀
な
経
営
者
の
確
保
、

経
営
移
譲
の
促
進
な
ど
は
、
農
業
者
に
対
す
る
老
後
の
生
活
の
安
定
と
需

援
な
関
連
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
た
び
農
業
者
年
金
が
設
け
ら
れ
る
と

と
に
な
り
ま
し
た。

つ
ぎ
に
農
業
者
年
金
の
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

加
入
で
き
る
人

懇万1$‘津;魚

額)(月額

45.12. 1 

付給金

( 1 ) 

6，000 5.000 4.00Q 1.000 股業者老令年金

①
農
地
な
ど
五
十
W
I
以
上
の

所

有

権
、
ま
た
は
使
用
収
益
権
に
も
と
づ

き
耕
作
し
て
い
る
農
業
経
営
者
の
直

系
卑
属
で
、
引
き
続
き
三
年
以
上
耕

作
に
従
事
す
る
後
継
者
一
人
が
加
入

で
き
ま
す
。

ど
ん
な
給
付
が
あ
る
か

給
付
の
種
類
に
は
、
経
営
移
譲
年

金、

農
業
者
老
齢
年
金
、
脱
退

一
時

金
、
死
亡
一
時
金
の
四
つ
が
あ
り
ま

す。
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冒 〈
(~(i匁 I ~~5匁 I ~~O~~ I日で保し権 経
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経
常
移
譲
年
金
の
受
給
権
者
で
あ

る
も
の
か
、

民
業
者
年
金
の
加
入
者

で
あ
っ
て
、
経
岱
移
譲
年
金
を
受
け

て
い
な
い
人
が
、
六
十
五
歳
に
な
る

と
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
脱
退
・
死
亡
一
時
金
〉

保
険
料
納
付
済
則
聞
が
三
年
以
上

あ
る
被
保
険
者
が
、
脱
退
し
た
り
、

死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
納
付
期
間
に

応
じ
て

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ど
れ
だ
け
支
給
さ
れ
る

年
金
の
支
給
傾
は
左
上
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

乙
の
ほ
か
、
死
亡

・
脱
退

が
あ
り
ま
す
が
、
支
給
額
を
二
、
三

例
を
あ
げ
て
み
ま
す
と、

保
険
料
納

付
済
則
間
が
五
年
以
上
六
年
未
満
の

と
き
五
万
円
、
十
年
以
上
十

一
年
未

前
の
と
き
十
二
万
五
千
円
、

二
十
年

以
上
ニ
ト

一
年
未
満
の
と
き
二
十
七

万
五
千
円
と
な
り
ま
す
。

納

税
功
労
者
な

ど
表
彰

ー

健

康

家

庭

百

三

十

六

世

帯

も

l

市
の
納
税
表
拶
式
は
、
日
月
行
日

午
後
2
時
か
ら
市
役
所
で
関
係
者
ゃ

く
百
十
名
が
山
町
し
て
ひ
ら
か
れ
、

優
良
納
税
功
労
者
六
名
、
優
良
納
税

貯
蓄
組
合
四
十
五
団
体
と
国
民
健
康

保
険
優
良
家
庭
百
三
十
六
世
情
が
高

野
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た。

一

加
入
と
任
意
加
入
が
あ
り
ま
す
。

一〈
当
然
(強
制
)
加
入
者
〉

一

農
地
な
ど
五
十
M
l
以

上
の

所

有

権
、
ま
た
は
使
用
収
益
椛
に
も
と
づ

き
耕
作
を
し
て
い
る
五
十
五
歳
未
満

(昭
和
刊
年
1
月
1
日
現
在
)
の
民

業
経
営
者
で
、
国
民
年
金
の
被
保
険

者
で
所
得
比
例
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
。

〈
任
意
加
入
者
〉

国
民
年
金
の
被
保
険
者
お
よ
び
所

得
比
例
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で

①
農
地
な
ど
三
十
W
I
以
上
五
十
M
I
未

満
の
所
有
権
、
ま
た
は
使
用
収
益
権

に
も
と
づ
き
耕
作
を
し
て
い
る
王
十

五
歳
未
満
の
農
業
経
営
者

一しnJ

一

年
一
∞

一
∞

一一」
寸

一

金

一

金

〈
保
険
料
〉

保
険
料
は
月
額
七
百
五

十
円

で

4
qJ
D
 な
お
、
国
民
年
金
四
百
五
十
円
、

所
得
比
例
年
金
三
百
五
十
円
を
あ
わ

せ
ま
す
と
ヘ
保
険
料
の

一
か
月
の
納

付
制
は

一
千
五
百
五
十
円
と
な
り
ま

4
q
J
O
 

八
資
格
の
喪
失
、
脱
退
V

国
民
年
金
の
被
保
険
者
の
資
格
を

喪
失
し
た
と
き
、
経
営
移
譲
し
た
と

き
、民
業
を
廃
止
し
た
と
き
は、
農
業

者
年
金
被
保
険
者
の
資
格
が
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、

任
意
加
入
者
は
、

民
業
に
従
事
で
き
な
く
な
っ
た
と
き

任
芯
脱
泌
す
る
と
と
が
で
き
ま
す
。

八
離
農
給
付
V

現
紅
五
十
五
歳
以
上

(
刊
年
1
月

現
在
)
の
人
で
年
金
制
度
に
加
入
で

き
な
か

っ
た
人
や
、
五
十
五
歳
未
満

で
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
人
が
、
第
一

三
者
に
所
有
権
、
ま
た
は
使
用
収
採

権
を
移
転
し
て
離
農
し
た
場
合
に
離

瓜
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〈
優
良
納
税
功
労
者
〉

マ
石
垣
新
区
谷
川
松
次

マ
石
垣
区

石
川
善
喜

マ
吉
野
区
久
田
十
作

マ
升
田
民
永
田
久

直

マ

角
川
区
中

村
盟
治

マ
住
吉
区
三
輪
信
雄

八
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
V

①

引
i
M竹
年
度
納
税
成
績
百
が
れ
の
納

入
居
希
望
者
を
募
集
制
叩

住
宅
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
住

吉
地
内
に
市
営
住
宅
十
二
戸
を
迎
設

巾
で
す
。
完
成
予
定
は
ロ
月
中
旬、

入
居
は
ロ
月
下
旬
の
見
込
み
で
す
。

乙
の
住
宅
の
建
設
地
は
、
西
魚
伴

駅
か
ら
や
く
三
百
五
十
M
北
計
り
の

と
こ
ろ
(
住
吉
漁
民
住
宅
南
側
)で、

一
千
二
百
五
十
平
方
M
の
敷
地
に
、

五
戸
建
て
と
七

μ建
て
の
住
宅
二
棟

が

一
千
二
百
六
十
万
円
の
工
費
で
建

設
さ
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
、
第
一
組
簡
易
耐
火
構
造

二
階
建
て
住
宅
で
、

二
戸
の
面
積
は

」
市
営
住
宅
を
建
設

A主宅位置略図
の
べ
四
十
二
・
七
平
方
討
、

一
階
に

は
凶
昼
、
台
所
、
便
所、

押
入
れ
な

ど
、
二
階
に
は
四
畳
、
三
畳
、
抑
入

れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
住
吉
市
営
住
宅
の
入
居
者
の

募
集
は
次
の
よ
う
に
行

な
わ
れ
ま

す
。
入
居
希
望
者
は
、
ロ
月
日
日
(

火
)
ま
で
建
設
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い。

マ
入
居
者
の
資
格

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
の
あ

る
人
で、

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
放
の
あ
る
人

・
住
宅
に
閑
っ
て
い
る
人

・
月
収
が
四
万
円
以
下
で
あ
る
人
。
給

与
所
得
者
の
場
合
、
公
営
住
宅
法
上

-月額収入計算法

年間収入ー給与所得控除

の
収
入
は
右
表
の
と
お
り
で
す
。

マ
募
集
戸
数
H
七
戸

マ
家
賃
H

一
か
月
六
千
円
程
度

申
込
山日
は
、
建
設
課
管
理
係
に
あ

り
ま
ず
か
ら
、
必
要
事
項
を
記

入

し
て
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
口
す
で
に
住
宅
の
補
充
入
居
申
込

書
を
山
し
て
い
る
人
で
も
、
改
め
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み

の
多
い
場
合
は
、
抽
せ
ん
に
よ
り
決

め
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す。

〈写兵(;i市長から表彰を受ける納税功労者)

税
貯
蓄
組
合
H
岡
町
区
、
角
川
区
、

紺
屋
区
、
湯
上
区
、
東
城
二
区
、
山

女

一
区
、
表
向
区

①

糾
年
度
納
税
成
績
百
軒
の
組
合
日

新
金
屋
二
区
、
川
原
町
区
、
東
小
路

区
、
荒
町
区
、
紺
屋
区、
馬
出
町
区
、

岡
町
区
、
角
川
区
、
川
原
区
、
友
道

二
区
、
友
道
四
区
、

大
先
寺
四
区
、

文
化
町
一

区
、
文
化
町
二
区
、
村
木

十
二
区
、
岡
仏
国
区
、
仏

X
区
、
入

船
区
、
表
向
区
、日
尾
区
、
宮
樟
区
、

浅
生
区、

升
方
区
、

升
田
区
、
湯
上

区、

弥
源
寺
区
、
大
熊
区
、
小
菅
沼

区
、
坪
野
区
、
虎
谷
区
、
道
坂
区
、

島
尻
一

区、

島
尻
二
区
、島
尻
三
区
、

扶主主鐙除額(扶正喜劇IX数x3，000円)

η
月
4
日
か
ら
旧
日
ま
で
は
人
権

週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

最
近
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、

公
害
問
題
や
交
通
事
故
な
ど
が
多
発

し、

人
命
軽
視
、
人
権
無
視
の
風
削

が
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
い
ま
だ
に

他
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
り
、
自
己

中
心
の
考
え
か
ら
、
他
人
の
権
利
や

自
由
を
、
平
気
で
お
さ
え
て
い
る
例

も
あ
と
を
粕
ち
ま
せ
ん。

つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
は
人
権
侵
害

で
す
。
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
、
人

権
擁
護
委
員
か
法
務
局
に
申
し
出
ま

し
ょ
う
。
無
料
で
秘
密
を
守
り
、
ご

相
談
に
応
じ
救
済
を
は
か
り
ま
す
。

マ
村
八

分

マ

不
当
な
差
別
扱
い

納
期
限
は
12 
月
25 
日
で
す

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税

第
三
期
分

納
め
忘
れ
の
市
税
は

あ
り
ま
せ
ん
か

い
よ
い
よ
こ
と
し
最
後
の
月
と
な

り
ま
し
た
。
ロ
月
の
市
税
は
、
固
定

資
産
税
第
三
期
分
で
す
。

市
税
で
納

め
忘
れ
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

す
ぐ
に
納
め
て
さ

っ
ば
り
し
て
新
年

を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

な
お、

来
年
1
月
か
ら
3
月
ま
で

納
め
る
市
税
と
納
期
は
次
の
と
お
り

で
す。

V
市
県
民
税
四
期
分
H
2
月
1
日

V
固
定
資
産
税
四
期
分、

国
民
健
康

保
険
税
四
期
分
H
3月
1
日

山
女
一
区
、
大
口
間
以
、
胤
城
一
区

山

東
城
二
以

川

〈
健
康
家
庭
〉

市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

川

い
て
、川
明
年
度
に

一
回
も
医
師
に
か

川

か
ら
な
か
っ
た
健
康
家
庭
も
表
彰
さ
川

れ、

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表

川

移
さ
れ
た
の
は
魚
津
三
十
五
、
下
中

川

町
十
三
、
上
中
島
九
、
松
倉
玉
、
上

川

野
万
六
、
下
野
方
十
六
、
片
貝
八
、
川

加
積
八、

道
下
十
、
経
回
十
三
、

天

川

神
九
、

西
布
施
凶
、
合
計
百
三
十
六
川

世
帯
で
す
。

山

こ
の
う
ち
四
人
以
上
の
世
併
で
医

川

町
の
診
察
を
受
け
な
か

っ
た
健
康
家

川

庭
は
、
湯
上
区
谷
川
源
二、

小
川
寺

山

一
灰
入
井
秀
雄
、
大
海
寺
新
五
区
金

川

谷
清
次
、
石
垣
区
谷
口
先
造
さ
ん
の

川

四
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す。

泣
き
寝
入
り
し
な
い

で

川

ご

相

談

を

川

マ
附
位、

ぎ
や
く
仰

マ
選
挙
の
白

川

由
を
さ
ま
た
げ
る

マ

公

務

H
~
件

川

察
官
の
職
権

乱

用

マ
事
実
時
限
の
川

噂
を
た
て
る

マ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

川

侵町内

マ
公
得

マ
不
法
な
立
ち
退

川

き
要
求
、
住
居
の
・
取
り
こ
わ
し

マ
川

電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の
不
法
な
川

使
用
禁

止

マ

暴

力
や
お
ど
し
で
権

川

利
行
使
を
お
さ
え
た
り
義
務
の
な
い

川

乙
と
を
さ
せ
る

マ
私
的
制
裁

マ
川

結
婚
、
離
婚
の
強

制

マ

C
仰、

改

川

宗
の
強
制
マ
寄
付
な
ど
の
強
制

ロ
月
3
日
(
木
)
午

川

人
権
相
談

前
川
時
か
ら
午
後
3
時

川

ま
で、

図
書
館
で
人
権
相
談
が
ひ
ら

川

か
れ
ま
す
。

川

工

業

統

計

調

査

…

ロ
月
幻
日
現
在
で

通
商
産
業
者
で
は
、
ロ
月
引
日
現

川

在
で
工
業
統
計
調
査
を
行
な
い
ま
す

川

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
製
造
業

川

の
分
布
状
況
や
活
動
の
実
態
を
明
ら

川

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

川

ま
す
。

調
査
員
が
各
事
業
所
を
訪
閉

山

し
た
と
き
は
、
よ
ろ
し
く
と
協
力
願

川

い
ま
す
。

予
防
注
射

乞
検
診

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

三
政
以

J
の
人
を

予

防

接

種

対
象
に
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ
の
予
防
注
射
が
は
じ

ま
っ

て
い
ま
す
。
料
金
は、

二
四
分

で
、
①
三
歳
以
上
六
歳
未
満
百
二
十

円

①

六

歳
l
十
五
歳
未
満
百
六
十

円

①

十

五
歳
以
上
二
百
五
十
円
で

す
。
市
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者

は、

半
額
と
な
り
ま
ず
か
ら
保
険
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い。

熱
の
あ
る
人
、

鶏
卵
で
ジ
ン
マ
シ

ン
に
な
る
体
質
の
人
、
糖
尿
病
、
脚

気
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
妊
婦
は
注

射
を
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

校
下

一
回

二

阿

場
所

η
月

日

月

大
町

4
日

日
日

小
学
校

山
女

7
日

同

日

保

育

園

住
吉

9
日

目
日

小

学
校

天
神

山
日

行
日

教

場

西
布
施

叩
日

行
日

小

学
校

受
付
時
間
は
午
後
1
I
2
時

三
政
児
の
健

康
診
査
は
、
誕

生
検
診
に
変
わ

り
、
毎
月
第
三
火
雌
日
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ロ
月
の
検
診

は
、
同
日
午
後
1
附
か
ら
3
時
ま
で

魚
津
保
健
所
で
ひ
ら
き
ま
す
。
該
当

者
は
昭
和
位
年
口
月
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん
で
す
。

三
歳
児
検
診

市
で
は
、
毎

週
水
限
日
に
健

康
相
談
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
第
二
水
曜
日

は、

医
師
に
よ
る
相
談
白
で
す
。
と

の
日
は
、
内
斜
的
な
診
察
、検
尿、

胤

圧
測
定
の
ほ
か
、

必
要
に
よ
り
心
電

図
な
ど
の
諸
検
査
を
、
無
料
で
行
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

ロ
月
の
相
談
日
は、

9
日
午
後
1

時
1
3
時
ま
で
で
す
。
場
所
は
市
役

所
保
健
室。

健

康

相

談

1月15日に成人式

ーお正月に案内状を発送ー

大人になったことを自覚し、

みずから生き抜乙うとする青年

男女を励ます成人式は、 1月15
日午前10時から市民会館で行な
われます。

教育委員会では、 現花ζの名

簿を作成中ですが、お正月に年

賀状を兼ねた通知書を該当者に

出すととにしています。

とんど成人式を迎える人は、

昭和25年4月2日から昭和26年
4月 1日までに生まれた人 で
す。もし通知もれがありました

ら、市教委へど連絡ください。

なお、当市に住民登録をして

いない人で、成人式に参加希望

の人は、 12月15日まで市教委へ
お申し込みください。



マ
:・
小
作
地
は
、
そ
の
小
作
人
以
外
に

克
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た

2
一
マ
:
い
ま
ま
で
民
地
を
取
得
す
る
場

合

が

、
そ
の
所
有
権
を
移
転
す
る
と
と

f
J
一
の
資
約
者
は
、
以
川
と
し
て
三
十
ベ
に
つ
い
て
、
小
作
人
が
許
可
申
討
訟

の

一
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
取
得
後
五
を
出
す
六
か
付
以
内
に
告
面
で
同
む

一

十
W
1

以
上
の
耕
作
者
に
引
計
上
げ
ら
し
た
と
き
、
第
三
者
に
移
転
す
る
ζ

一

ま

し

た

。

と

が

で

き

ま

す

。

一
マ
:
・凶
か
ら
売
り
渡
し
を
受
け
た
民
地
マ
・:
つ
ぎ
の
よ
う
な
と
き
、
山
地
の
武

一
の
貸
付
け
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
代
借
の
解
約
や
更
新
拒
絶
の
許
可
は

一
が
、
売
り
渡
し
後
十
年
粁
過
し
た
も
い
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
版
業
委
員
会

一
の
は
貸
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
へ
通
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一

ま

し

た

。

①

小

作

地

を

引

き

渡

す

六

か

月

以

内

一マ
:
・
市
内
で
の
何
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・
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司
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築
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i
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で

き
る
よ
う
に

一

ま

し

た

。

に

出
面
で
合
意
が
成
立
し
た
と

き

す

る

た

め

、

当

事
者
か
ら
農
業
委
員

二
Y
:
い
ま
ま
で
民
地
を
口
っ
た
り
、
借
①
民
事
調
停
法
に
よ
る
民
事
調
停
に
会
へ
申
し
立
て
が
あ
れ
ば
、
委
員
の

一
り
た
り
す
る
場
合
、
そ
の
権
利
を
取
よ
る
場
合
①
水
旧
日
立
作
を
目
的
と
中
か
ら
三
人
の
仲
介
委
員
を
指
名
し

一
得
し
た
後
の
経
営
面
和
と
、
小
作
に
し
た
小
作
の
場
合
@
こ
れ
か
ら
十
て
和
解
を
す
す
め
る
乙
と
に
な
り
ま

一
出
し
て
い
る
面
積
の
合
計
が
三
診
と
年
以
上
の
則
聞
を
定
め
た
賃
貸
借
の

し
た
。

一
い
う
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ

腸

合

マ
・
:
民
業
委
員
会
で
の
和
解
の
仲
介
が

一

が
と
り
は
ず
さ
れ
ま
し
た
。

小
作
料
の
改
正

悶
難
ま
た
は
不
適
当
な
場
合
、
知
事

一

小
作
地
の
制
限

マ
:
叩
月
以
降
新
た
に
小
作
地
と
な
っ
の
仲
介
に
移
り
ま
す
。

一マ
・
:
離
門
出
す
る
円
以
家
が
、
収
刊
中
に
十
た
民
地
の
小
作
料
は
、
地
主
と
小
作

違
反
転
用
の
措
置

年
以
上
所
有
し
て
い
た
民
地
に
つ
い
人
の
双
万
が
自
主
的
に
そ
の
額
を
決

マ
・
:
民
地
法
の
許
可
な
く
宅
地
な
ど
に

て
は
、
そ
の
離
円
以
者
と
籾
子
二
代
に
め
て
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
転
用
し
た
場
合
、
刑
罰
の
ほ
か
に
工

限
り
、
在
村
地
主
な
み
の一

診
の
小
か
し
、
料
金
が
似
準
額
よ
り
い
ち
じ
事
の
中
止
命
令
や
限
状
回
復
命
令
な

作
地
所
有
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
る
し
く
高
い
財
合
は
、
民
業
委
員
会
ど
が
で
き
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー (2)

民
地
法
が
叩
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
股
業
技
術

の
進
化
少
と
社
会
事
的
の
変
化
に
よ
り
、
新
し
い
時
代
の
民
業
が
要
請
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

よ
り
生
産
性
の
日
い
粁
営
に
よ
っ
て
農
地
を
効
本

的
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。
つ
ぎ
に
お
も
な
改
正
点
を
あ

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

農
地
の
権
利
移
動

畷帝京j蒙魚

料一
用
途
地
域
主
は

商

地

域

業

前
回
の
住
町
地
域
に
つ
い
で
、
今

回
は
商
業
地
域
に
つ
い
て
お
し
ら
せ

し
ま
す
。

商
業
地
域
は
、
開
業
周
辺
築
物
の

建
っ
と
と
を
期
待
し
て
い
る
区
域
で

す
。
動
力
を
用
い
る
作
業
腸
や
工
場

で
床
面
積
百
五
十
平
方

M
(四
十
五

坪
)
を
ζ

え
る
も
の
や
、
公
害
の
多

い
業
程
の
工
場
、
危
険
物
貯
蹴
庫
な

ど
も
建
て
ら
れ
な
い
乙
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ま
た
は
塗
料

の
加
熱
乾
似
、
も
し
く
は
焼
付

例
セ
戸
ロ
イ
ド
の
加
熱
加
工
ま
た
は

機
械
の
乙
ぎ
り
を
使
用
す
る
加
工

伺
出
力
の
合
計
が

0
・
七
五
諮
を
乙

え
る
原
動
機
を
使
用
す
る
塗
料
吹
付

附
班
侃
酸
ガ
ス
を
用
い
る
物
品
の
原

臼ωせ
っ
け
ん
、
子
す
き
紙
の
製
造

同
骨
版
、
そ
の
他
動
物
質
炭
製
造
、

魚
粉
ま
た
は
魚
粉
を
原
料
と
す
る
飼

料
の
製
造

例
羽
ま
た
は
毛
の
洗
浄
、
染
色
ま
た

は
標
白
、
ぽ
る
、
く
ず
綿
、
く
す
紙

く
す
糸
、
く
す
毛
、
そ
の
ほ
か
と
れ

ら
に
類
す
る
も
の
の
消
毒
、
選
別
、

洗
浄
ま
た
は
仰
い
自

例
制
民
約
、
古
約
の
再
製
、
起
毛
、
反

毛
ま
た
は
フ
工
戸
卜
の
製
造
で
原
動

第3精郵便物認可

八
建
築
で
き
な

も
の
V 

①
原
動
機

を
使
用

す
る
工
場
で
作
業
場
の
面
積
の
合
計

が
百
五
十
平
方
M
を
ζ

え
る
も
の

①
次
の
よ
う
な
事
業
を
白
む
工
場

的
玩
ハ
〈
用
問
火、

絵
具
の
製
造

的
ア
セ
チ
レ
ン
ガ
ス
を
用
い
る
金
属

の
工
作
、
引
火
性
溶
剤
を
用
い
る
ド

が
減
額
の
納
告
を
し
、
適
正
な
料
金

に
指
導
で
き
ま
す
。
な
お
、
賃
貸
契

約
を
結
ん
だ
と
き
は
、
則
閥
、
小
作

料
金
、
支
払
条
件
、
な
ど
を
円
以
業
委

員
会
へ
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
・・
・
い
ま
ま
で
の
小
作
料
は
今
後
十
年

間
現
在
の
統
制
額
が
継
続
さ
れ
ま
す

和
解
の
仲
介

制
度
で
き
る

機
を
使
用
す
る
も
の

帥
骨
、
角
、
き
ば
、
ひ
ず
め
、
貝
が

ら
の
引
割
、
も
し
く
は
乾
燥
研
磨
、

ま
た
は
三
台
以
上
の
研
磨
機
に
よ
る

金
属
の
乾
燥
研
熔
で
原
動
機
を
使
用

す
る
も
の

例
鉱
物
、
岩
石
、
土
砂
、
硫
黄
、
金

属
、
ガ
ラ
ス
、
れ
ん
が
、
陶
磁
器
、

行
ま
た
は
貝
が
ら
の
粉
砕
で
原
動
機

を
使
用
す
る
も
の

ωレ
デ
ィ
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
製
造
ま
た
は
セ
メ

ン
ト
の
袋
詰
め

で
出
力
の
合
計
が
二

・
五
容
を
と
え

る
原
動
機
を
使
用
す
る
も
の

∞
瓜
寸
隙
炉
灰
ま
た
は
れ
ん
民
の
製

造同
活
字
も
し
く
は
金
属
工
芸
品
の
鋳

造
ま
た
は
合
同
の
桝
融
で
作
監
の
合

計
が
五
十
泌
を
と
え
な
い
る
つ
ぼ
、

ま
た
は
か
ま
を
使
用
す
る
も
の

川

w
瓦
、
れ
ん
が
、
土
器
、

陶
磁
器
、

人
造
砥
石
、
る
つ
ぼ
ま
た
は
ほ
う
ろ

う
鉄
掃
の
製
造

例
ガ
ラ
ス
の
製
造
ま
た
は
砂
吹
、
金

属
の
浴
射
ま
た
は
砂
吹
、
鉄
板
の
波

付
加
工
、
ド
ラ
ム
か
ん
の
洗
浄
ま
た

消費生活について

苦情iまありませんか

み
な
さ
ん
の
中
で

お
買
い
に
な
っ
た
・
阿

品
が
、
不
良
品
だ
っ

た
り
、
呂
田
、
価
絡
、

表
示
、
包
装
、
規
格

広
告
な
ど
に
不
審
と

思
わ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た

か
。
ま
た
、
小
売
庄

の
サ
ー
ビ
ス
、
衛
生

管
理
の
面
で
問
題
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

か
。
こ
の
よ
う
な
消

費
生
活
に
つ
い
て
の

苦
情
は、

市
役
所
総

務
課
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

大

型

消

防

車

と

可
搬
式
ポ
ン
プ
ニ
台
を
更
新

こ
の
ほ
ど
第
十

一
分
団
(
道
下
地

区
)
に
消
防
車
一
介
が
入
り
ま
し
た

と
の
車
は
、
長
さ
六

・
六
M
、
幅
二

・
三
M
の
大
型
車
で
、
高
圧
三
段
タ

l
ピ
ン
ポ
ン
プ
に
よ
り
一
分
間
二

・

四
ト
ン
放
水
で
き
、
他
学
消
火
器
二
基

や
電
子
サ
イ
レ
ン
を
そ
な
え
て
い
ま

す
。
側
絡
は
二
百
九
十
万
円
。

ま
た
、
山
間
地
の
消
防
力
を
強
他

す
る
た
め
、
黒
谷
、
前
平
沢
部
黙
の

小
型
動
力
ポ
ン
プ
二
台
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
。
と
の
ポ
ン
プ
は
、
長
さ
七

十
拶
、
幅
五
十
務
、
重
さ
九
十
二
キ
ロ

匂
で
、
三
十
五
応
力
エ
ン
ジ
ン
に
よ

り
一
分
間
一
・

一
J
放
水
で
き
ま

す
。
台
車
を
は
ず
し
二
人
で
も
運
ぶ

ζ

と
が
で
き
、
せ
ま
い
道
路
で
の
消

は
再
生

一

例
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ン
マ
ー
を
使
用
す

一

る
金
属
の
鍛
造

一

例
仰
線
、
仰
管
ま
た
は
ロ

l
w
を
用

一

い
る
金
属
の
圧
延
で
出
刀
の
合
計
が

一

四
結
以
下
の
原
動
機
を
使
用
す
る
も

-

の
①
危
険
物
の
貯
蔵
ま
た
は
処
理
に
供
す

る
も
の
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の

敷
地
面
積
に
対

す
る
建
築
面
積
を

「
建
ペ
い
来
」

と
い
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
剖
合
は
次
の
よ
う
に
な

り
、
建
ぺ
い
率
以
上
は
許
可
に
な
り

ま
せ
ん

八
建
ベ
い
率
V

商
業
地
域

で
は
商
さ
三

」
l

一
M
を
と
え
る
も
の
は
建
て
ら
れ

ま
せ
ん
。

八
建
物
の
高
さ
制
限
V

昔
前
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
、
苦

仙
の
趣
旨
が
は
っ
き
り
わ
か
る
よ
う

に
、
肉
品
名
、
型
名
、
メ
ー
カ
ー
名

脚
入
価
格
、
昨
人
日
時
、
肺
入
居
お

よ
び
住
所
な
ど
く
わ
し
く
記
入
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
さ
き
に
制
定
さ
れ
た
「

消
白
者
保
護
基
本
法
」
に
よ
っ
て
、

①
国
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
に
対
す

る
危
害
の
防
止
①
計
岳
、
規
格
、

表
示
の
適
正
他
①
公
正
自
由
な
競

争
の
確
保
な
ど
、
国
民
消
資
生
活
の

安
定
と
向
上
を
は
か
る
た
め
に
、
国

県
、
市
町
村
が
窓
口
と
な
り
、
相
談

に
応
じ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い。

火
に
↓
人
き
な
佼
訓
を
果
し
ま

す
J
O

写
真
は
第
十
一
分
団
に
は
い

つ

た
大
胆
消
防
車

火
災
や
救
急
事
故
な

ど
の
通
報
沼
話
で
す

消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
の
電
話
は

2
川
0
2
9
5
番
へ
お
か
げ
く
だ
さ

¥
。
、UV 一

一
九
番
は

i灯;
:油;
jの j
j RT; 
:蔵 j

最
近
、
陸
一財
用
に
灯
油
の
需
要
が

増
加
し
て
い
ま
す
が
、
各
家
低
で
二

百
泌
入
り
ド
ラ
ム
缶
に
よ
る
貯
蔵
が

多
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
ま
す。

油
類
の
貯
械
や
・
取
り
扱
い
に
は
、

火
災
が
起
き
な
い
よ
う
予
防
す
る
意

味
と
、
.
刀
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合

の
被
告
を
戦
く
す
る
た
め
に
、
消
防

関
係
法
令
で
き
び
し
く
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。

川
別
制
を
受
け
る
の
は
、

ガ
ソ
リ
ン

ニ
+
凶
以
上
、
灯
油
百
版
以
上
、
重

油
四
百
凶
以
上
の
と
き
で
、
貯
蔵
ま

た
は
取
り
扱
い
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
引
前
に
消
防
署
へ
叩
け
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

各
ど
家
一位
で
は
、
灯
仙
を
貯
放
さ

駐

車

禁

止

区

魚
津
瞥
察
署
で
は
、
交
通
の
混
雑

と
一
部
故
防
止
の
た
め
、
駐
車
禁
止
区

聞
を
ふ
や
し
ま
し
た
。
次
の
場
所
で

駐
車
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
駐
車
制
限
の
な
い
と
乙
ろ

年
末
の
火
災
予
防

消
防
本
部
で
は
、
ロ
月
mu
日
か
ら

引
日
ま
で
の
三
日
間、

年
末
消
防
特

別
轡
戒
を
行
な
い
ま
す
。

日
ご
と
に
寒
さ
も
増
し
、
暖
房
器

具
の
使
用
が
多
く
な
る
と
と
か
ら
、

例
年
火
災
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す

こ
と
し
に
入
っ
て
か
ら
の
火
災
は

二
十
件
も
あ
り
、
件
数
は
前
年
と
同

じ
で
す
が
、
損
害
額
で
は
や
く
百
万

円
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年
末
の
多
忙
期
を
迎
え
ま
す
が
、

次
の
四
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
守
り
、
火

災
か
ら
わ
が
家
を
守
り
ま
し
ょ
う
o

v場
所
は
危
険
で
は
な
い
か

V
器
具
は
安
全
か

V
使
い
方
は
正
し
い
か

V
あ
と
始
末
は
安
全
か

寄

イ寸

マ
五
万
円
H
本
江
松
井
徳
兵
衛
マ

二
万
円
H
蛇
間
藤
森
勘
作
マ
一
万

円
H
友
道
宮
・

μ清
作
マ
一
万
円
H

下
新
町
浜
岡
義
雄
マ
一
万
円
H
下

新
町
角
口
与
三
次
マ
一
万
円
H
大

町
浜
本
第
一
マ
五
千
円
H
市
町
麻

生
竹
治

マ
五
千
円

u
三
田
本
郷
平

八
郎
香
典
返
し
の
一
部
を
社
会
福

祉
度
設
金
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

百
以
以
上
は

届
け
出
が
必
要

同い叫

れ
る
と
き
は
、
百
凶
以
内
と
し
て
、

や
む
を
得
す
こ
れ
以
上
貯
蔵
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
消
防
署
へ

お
川
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
尿
の
く
み
取
り

申
し
込
み
は
早
め
に

東
部
衛
生
し
尿
処
理
場
は
、
ロ
月

引
日
か
ら
1
月
7
日
ま
で
休

み
ま

す
。
乙
の
た
め
魚
津
環
境
衛
生
の
く

み
取
り
は
、
乙
の
則
間
休
業
し
ま
す

の
で
、
年
末
で
も
あ
り
、
く
み
取
り

は
け
十
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
o

v引
業
所
な
ど
大
口
は
叩
日
ま
で

V
一
般
山
珠
山
叫
は
旬
日
ま
で

問=

点、

え

る

で
も
、
車
を
位
く
乙
と
に
よ
っ
て
、

道
路
が
せ
ま
く
な
り
ま
す
し
、
見
通

し
も
恕
く
な
り
、
交
通
事
故
発
生
の

危
険
が
あ
り
ま
す
。
道
路
に
車
を
駐

車
し
て
お
く
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け

や
め
ま
し
ょ
う
。

八
駐
車
禁
止
区
間

V

V
国
道
八
号
線
友
道
交
差
点
清
水
吉
次

郎
方
前
か
ら
荒
町
金
問
タ
ク
シ
ー
ま

で
(
県
道
大
谷
荒
町
線
〉

V
荒
町
中
村
か
ま
ぼ
こ
庖
前
か
ら
新
金

屋
一
丁
目
立
山
酒
西
前
ま
で
(
県
道

魚
津
沓
掛
線
)

V
魚
間
瞥
察
署
横
か
ら
中
央
通
り
二
丁

目
川
原
削
文
房
具
居
前
ま
で
(
県
道

島
尻
金
庫
線
)

V
国
遁
八
号
線
上
村
木
交
差
点
川
口
道

男
方
前
か
ら
上
村
木
宮
田
与
三
阿
倍

前
ま
で
(
県
道
阿
弥
陀
堂
魚
津
停
車

場
総
)

新
年
祝
賀
交
歓
会

申
し
込
み
ゆ
日
ま
で

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
新

年
を
お
制
い
す
る
た
め
、
新
年
祝
賀

交
歓
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。
参
加
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、
ロ
月
日
日
(
土
)

ま
で
会
費
を
添
え
て
市
役
所
秘
古
人

事
課
、
あ
る
い
は
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

マ
日
時
H
間
利
何
年
1
月
1
日

午
前
川
時
叩
分
か
ら

マ
場
所
H
市
役
所
三
階
大
会
議
院

マ
会
費
H
二
百
五
十
円

八
新
年
祝
賀
交
歓
会
V
は
、
申
し
込
み

さ
れ
た
人
の
名
簿
を
印
刷
し
、
当
日

会
場
で
お
渡
し
す
る
と
と
も
に
、
新

年
の
式
典
や
簡
単
な
祝
日
ー
を
ひ
ら
き

全
員
で
万
蔵
三
唱
し
、
交
微
会
を
終

わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
中
小
商
工
業
小
口
事
業
資
金

百

万

円

ま

で

融
資
わ
く
拡
大

日
山
山
中
小
陶
工
業
小
口
事
業
資

金
の
融
資
条
件
が
叩
月
か
ら
融
資
わ

く
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

融
資
希
望
者
は
、
商
工
水
産
課
へ

お
伸
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
融
資
限
度

u
一
事
業
者
あ
た
り
百

刀
円
以
内

マ
融
資
期
間
H
三
年
以
内

マ
利
不
リ
作
利
八
官
以
内

マ
似
証
料
H
年
利

0
・
九

十
官

後
疹
後
多
援

戦
没
者
の
死
亡
公
報
の

補
完
通
知
を
受
け
た
い
人
へ

最
近
、
戦
没
者
の
ど
遺
放
な
ど
の

戦
跡
訪
問
が
行
な
わ
れ
る
機
会
が
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
た
め

か
、
戦
没
当
時
の
死
亡
公
報

(
0
0

洋
方
面
と
か

O
O諸
島
)
よ
り
も
、

せ
め
て
戦
没
し
た
ぬ
な
り
、
お
お
よ

そ
の
地
点
ぐ
ら
い
は
知
り
た
い
と
の

申
し
出
が
あ
り
ま
す
。
そ
乙
で
、
固

と
県
で
は
、
ゃ
く
五
か
年
聞
に
、
で

き
る
だ
け
調
べ
て
通
知
す
る
乙
と
に

な
り
ま
し
た
。
も
し
、
ご
遺
族
で
乙

の
調
査
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ

戦
傷
病
者
巡
回
更
生
相
談

日
山
県
傷
い
軍
人
会
で
は
、
戦
傷

病
者
巡
回
更
生
相
談
会
を
ひ
ら
き
ま

す
の
で
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
日
時
H
ロ
月
9
日
(
水
)
午
前
叩

附
か
ら
午
後
3
時
ま
で

マ
場
所
日
市
民
会
館

交
通
事
故
巡
回
相
談

ロ
月
か
ら
交
通
事
故
巡
回
相
談
は

2
日
(
水
)
と
お
日
(
金
〉
で
す
0

時
間
は
午
前
川
時

i
午
後
3
時
ま
で

場
所
は
市
佼
所
市
民
課
第
二
会
議
室

で
す
。

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー

内
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
、
毎
週
月

水
、
金
附
日
午
前
9
川
か
ら
午
後
3

時
ま
で
市
役
所
商
工
水
産
課
で
ひ
ら

か
れ
て
い
ま
す
。

内
職
の
顧
類
に
は
、
①
毛
糸
編
み

物
(
手
編
み
、
機
械
編
み
)
①
ピ

l
ズ
入
り
レ

l
ス
編
み
ド
戸
入
れ

①
フ
ァ
ス
ナ
ー
加
工
品
、
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

天
神
地
域
集
団
電
話

μ
日

か

ら

開

通

天
神
地
域
集
団
自
動
電
話
〈
二
百

四
個
)
が
ロ
月

μ
日
(
木
)
午
前
川

川
か
ら
開
通
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し

た

。

(

魚

津

電

報

氾

話
局
〉

八
日
曜
休
日
の
当
番
医

V

V
6
日
H
(
昼
)
友
道
晒
屋
医
院
応
官
(

夜
)
本
江
沢
口
医
院

V
日
日
日

(

昼
)
角
川
町
宮
本
医
院
(
夜
)
新
金

屋
一
丁
目
羽
川
医
院

v
m日
H

(

昼
)
本
江
宮
ぷ
医
院
(
夜
)
本
江
浦

川
病
院

V
幻
自

H
(
肝
)
中
山
人
通
り

二
丁
目
桝
崎
医
院
(
夜
)
鴨
川
町
深

川
病
院

V
1
月

!
日
H
(昼
)
友
道

一凶
谷
医
院
(
夜
)
下
村
木
河
内
病
院

V
2
日
H
(
昼
)
角
川
町
熊
西
医
院

(
夜
」
本
れ
越
野
医
院

V
3
日
H

(

展
)
江
口
魚
控
神
終
サ
ナ
ト
リ
ュ

l

ム

(
夜
)
火
の
ん
呂
町
沢

μ
医
院


